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Fig, 1. E££ect of Polyethylene film mulch on
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Fig, 2. Effect of Polyethylene fil■l mulch on
N,P and K contents in CPvθク解,s″¢力 L.
growing soil.
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Fig。 3. Effect Of POlyethylene film mulch On




O I POly,mulched ● i COntrol




















N   P  K  Ca  Mg
Fig. 4. Effect of Polyethylene film mulch
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Fig.5,Effect of Polyethylene film mulch
nutriqnt uptake with growth oE Cクθク筋ゲs
L. cultivar.Shinhoro.
● :N  O:P  △:K




Fig. 6. Effect of polyethylene film mulch on
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Fig. 7. Fffect of Polyethylene film mulch on
nutrient uptake with growth o£ SOみ″ク″
2PP診′ο″F♂″αL.
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Fig. 8. E£fect of Polyethylene film mulch on
absorptiOn ability of nutrient with growth
of C夕θ″物ゲs″″οL.and Sοね″″″ ″¢乃″g¢″,L.
Fig.9. Relation between treating periods of
POlyethylene tilm mulch and quantities of
nutrient uptake foT grOwing period of
C″θ″物ゲs″珍′οL.cultivar Shinhoro.
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をみると, 5月～6月中旬における吸収能が,処理によ
摘     要って著しく高められている。マルチング処理の主効果が
地温上昇にあること,(1つならびに生育初期～中期にお  1.ポリエテレンフイルムのマルチング処理が,露地メ
ける吸収能が処理によって高められることなどから,マ  ロンとナスの養分吸収におよばす影響を調査した。
ルチング処理による地温の上昇が, Singhらのいうよ  2,マルチング処理は, 上壌中のN Oe―N,Kの溶脱
うに適温域以下にあった根を活性化させ,ひいては養分  を強くおさえ, 土壌中における N, P合量を長期にわ
吸収能を増大させる(6)ものと考えられる。 そしてこの  たつて高く保った。
ことが養分吸収量を多くし,ひいては物質生産を促進  3.露地メロン「新芳露」の養分吸収量は,マルチング
し,おう盛な生長をもたらすと考えられる。       処理によって著しく増加し,N・P・KぉょびCa合量
露地メロンとナスの養分吸収におよぼすマルチング処  は,無処理区の約 1・5～2倍にも達した。
理効果の差異についてみると,メロンにおいてはマルチ  4.マルチング処理によって,生育前期の5～6月上中
ング処理により,Mgをのぞいて N・P・K ecaの4  旬における露地メロンおよびナスの根の養分吸収能が著
成分はいづれも 1.5～2倍に吸収量が増加している。   しく高められ,また6月上中旬における吸収量が特に増
一方ナスでは,処理により NとCaが15～1,8倍に  加した。
増加しているが,他の成分については約 1・2倍程度にと  5。以上のことから,マルチング処理は,養分吸収を促
どまり,メロンに比してマルチング効果が低い。     進することによって,両作物の生長を促進することがう
このような作物の種類間差異は,根の養分吸収に関す  かがわみた。
る生理的特性の差に基くものと考えられるが,さらに根
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盛な生長をもたらすものと考えられる。
